






要約:(1)居住環境と子どもの健康の関係を知る目的で、これまでこの研究班で続けられて

きた研究結果を含めて、1903 年以降に発表された国内 700、海外 1000 の関連論文をデー

タベースとしてまとめた。子どもの健康に関わる要因には建築物としての環境の他、そこ

に居住する者の母子間、両親間、近隣の者同士などの人間関係があり、それらが密接に関

わっていることが判る。(2)子どもの健康状況を推定する手法として、基礎代謝、筋肉量

を反映する指標である起床時の体温を測定した。同時に生活環境質問表を用意し、環境と

体温の関係を調べた。都市部とその周辺部の子どもでは男女共体温に差があり、前者で低

かった。また 1978 年当時の測定値と比較すると男とも有意に低下している所見を得た。

調査表内容と対比させると子どもの体温は運動量と関係していて、運動量の少ない者が低

くなることが判明した。(3)母親の喫煙率は妊娠届け時 27%、妊娠中は 8.3%と低下するが、

出産後再ぴ上昇し、21.9%になつた。女性の喫煙率は職業と関係があり、自営業、パート、

美容師などでは 47～71%と有意に高い。子どもの受動喫煙についての認識が低く、それを

教育する場が限られているので保健所での指導介入研究を開始した。


